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本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

     

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー    

10
時
〜
19
時
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ま
し
た
。
７
月
中
旬
に
送
付
す
る
本
年
度

の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
国
民
健
康
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
５
５

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て

　
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
市
内
で

発
生
し
た
火
災
情
報
を
音
声
で
情
報
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
詳
し
く

は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
電
話
番
号
＝
☎
０

５
０
‐
５
５
２
６
‐
４
０
３
９

問
通
信
指
令
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
４
５
１
５

出
産
、
産
科
医
療
補
償
制
度
未
加
入
の
医

療
機
関
な
ど
で
出
産
し
た
場
合
は
48
万

８
，
０
０
０
円
）

問
国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

精
神
通
院
受
給
者
証
の
運
用
変
更

　

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精
神
通

院
）
で
は
、
原
則
一
つ
の
病
院
・
診
療
所

の
み
通
院
で
き
ま
す
が
、
主
治
医
が
必
要

と
認
め
た
場
合
は
複
数
の
病
院
・
診
療
所

に
通
院
で
き
ま
す
。
７
月
申
請
分
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
・
診
療
所
が
作
成
し
た

診
断
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
複
数
の
病
院
・
診
療
所
に
通
院
す
る

人
は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
１
１
６
６

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
を
通
知

　
保
険
料
の
均
等
割
額
を
軽
減
す
る
所
得

判
定
基
準
が
右
下
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ

時
５
月
31
日
㈬

ま
で

配
布
場
所
＝
市
保

健
所
内
障
害
福
祉

課
、
総
合
福
祉
会

館
内
社
会
福
祉
協

議
会

対
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
す
る
聴

覚
障
害
者
で
手
話

通
訳
者
を
必
要
と
す
る
人

持
身
体
障
害
者
手
帳

問
同
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１
（
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８
８
５
６
）

若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
を
支
援

　
右
下
表
の
と
お
り
、
若
年
が
ん
患
者
在

宅
療
養
支
援
事
業
を
開
始
。
39
歳
以
下
の

若
年
が
ん
患
者
が
自
宅
な
ど
で
過
ご
せ
る

よ
う
、
在
宅
療
養
生
活
の
質
の
向
上
を
支

援
し
ま
す
。

対
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
39
歳
以
下
の
末

期
が
ん
患
者
（
医
師
が
一
般
に
認
め
ら
れ

て
い
る
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
回
復
の
見

込
み
が
な
い
状
態
に
至
っ
た
と
判
断
し
、

他
の
公
的
支
援
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
）

補
助
額
＝
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
９
割
（
上

限
は
右
下
表
の
と
お
り
）

申
請
書
の
配
布
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康

身
体
障
害
者
補
助
犬
に
理
解
を

　
補
助
犬
と
は
、
目
や
耳
、
手
足
に
障
害

が
あ
る
人
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
盲
導

犬
や
聴
導
犬
、
介
助
犬
の
こ
と
。
身
体
障

害
者
補
助
犬
法
で
、
不
特
定
多
数
の
人
が

利
用
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
は
補
助
犬

の
受
け
入
れ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
県
内
で
は
11
頭
が
活
躍
中
。
社
会
の

仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
、
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
補
助
犬
を
連
れ
た
人
が
困

っ
て
い
た
ら
、
優
し
く
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１
（
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８
８
５
６
）

緊
急
時
の
手
話
通
訳
者
名
簿
配
布

　
聴
覚
障
害
者
の
急
病
や
事
故
な
ど
の
時

に
現
場
に
赴
き
、
意
思
疎
通
を
支
援
す
る

緊
急
時
手
話
通
訳
者
の
名
簿
を
配
布
。
昨

年
度
交
付
を
受
け
た
人
は
交
換
す
る
た
め
、

必
ず
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

新
入
学
時
期
の
交
通
事
故
に
注
意
を

　
４
月
６
日
㈭
か
ら
15
日
㈯
ま
で
、
新
入

学
時
期
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
と
び
だ
さ
な
い　

い
っ
た
ん
と
ま
っ
て　

み
ぎ
ひ
だ
り
」。

重
点
項
目
は
、
通
学
路
な
ど
の
交
通
安
全

の
確
保
と
交
通
安
全
教
育
の
推
進
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
共
生
社
会
推
進
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
６
２

奨
学
金
で
学
生
を
応
援
し
ま
す

　
学
び
た
い
学
生
を
支
援
す
る
た
め
に
奨

学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
貸
与
月
額
は
、

国
・
公
立
に
進
学
し
た
場
合
は
１
万
２
，

０
０
０
円
、
私
立
に
進
学
し
た
場
合
は
１

万
８
，
０
０
０
円
で
す
。

対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
を
満
た
す
高

校
か
高
専
・
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在

学
の
人
、
１
人
（
選
考
）。
❶
経
済
的
な

理
由
で
就
学
が
困
難
❷
他
の
奨
学
金
の
貸

与
・
給
与
を
受
け
て
い
な
い
❸
学
業
優
秀

な
ど

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
（
最
短

修
業
年
）

返
還
期
間
・
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
か
ら

10
年
間
、
年
４
期
。
無
利
子
、
一
括
・
繰

り
上
げ
返
還
も
可
。
大
学
・
短
大
な
ど
上

級
学
校
へ
進
学
し
た
場
合
は
、
在
学
期
間

の
返
還
延
期
が
で
き
ま
す

申
４
月
14
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
各
高

校
な
ど
へ

問
学
務
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
２

国
保
出
産
育
児
一
時
金
が
変
更
に

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
出
産
し
た

と
き
は
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
世
帯
主
の
申
請
で
全
額
が
支

払
わ
れ
る
場
合
や
、
医
療
機
関
に
出
産
育

児
一
時
金
を
直
接
支
払
う
制
度
が
利
用
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
直
接
支

払
制
度
の
利
用
者
で
、
出
産
費
用
が
出
産

育
児
一
時
金
の
額
を
下
回
っ
た
場
合
は
、

申
請
す
る
と
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
＝
〈
４
月
１
日
以
降
の
出
産
（
妊

娠
12
週
以
上
の
死
産
や
流
産
も
対
象
）〉

50
万
円
（
妊
娠
22
週
未
満
の
分
娩
や
海
外

増
進
課
で
。
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
申
請
書
に
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
同
課
（
☎
０
２

７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
）
へ
直
接

難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
に
補
助

　

両
耳
の
聴
力
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
該
当
に
な
ら
な
い
18

歳
未
満
の
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費
に
対

し
て
、
３
分
の
２
を
補
助
。
補
助
限
度
額

や
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

精
密
聴
力
検
査
機
関
の
医
師
に
所
定
の
書

類
へ
記
入
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
購
入
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１
（
フ
ァ

ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８
８
５
６
）

く
ら
し
の
情
報

ようこそ
市長室へ

HP

　新型コロナウイルス感染症、ロシアによるウクラ
イナへの侵略、そしてそれに端を発した物価高騰など、
私たちの暮らすこの世界が大きく揺れ動き、市民一
人ひとりに大きな歪みを与えています。
　これまで当たり前と思っていた価値観を捨て、未
来に向けて知恵を絞り、必要な施策には勇気を持っ
て取り組んでいかなければなりません。
　こうした中で、市民の希望となるような予算を市
役所の職員、そして市議会と力を合わせて組み上げ
ました。
「早く届け！そしてみんなを救いたい！」
そんな気持ちで令和５年度も取り組んでまいります。

市長コラム
Mayor's  Column

均等割額の軽減基準
軽減割合 本年度 昨年度

7割軽減 変更なし 43万円＋10万円×（年金・
給与所得者の数－１）以下

5割軽減

43万円＋29万円×
（世帯の被保険者数）
＋10万円×（年金・
給与所得者の数－１）

以下

43万円＋28万5,000円×
（世帯の被保険者数）＋10
万円×（年金・給与所得者の

数－１）以下

2割軽減

43万円＋53万5,000
円×（世帯の被保険者
数）＋10万円×（年
金・給与所得者の数

－１）以下

43万円＋52万円×（世帯の
被保険者数）＋10万円×
（年金・給与所得者の数

－１）以下

若年がん患者在宅療養費利用上限額

対象サービス 0歳～19歳 20歳～39歳

訪問介護・訪問入浴
介護 ５万円/月

８万円/月

福祉用具貸与 小児慢性特定
疾病日常生活
用具給付を
利用福祉用具購入 ５万円

介護支援専門員に
よる事業所の紹介･
調整などに係る費用

１万円/月

※ 0 歳～ 19 歳で他の公的支援制度を受給していない場合
は、20 歳～ 39 歳の欄に掲げるサービスを受給できます。
※自己負担額は、サービス利用料の１割です。 
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